
令和７年度 瑞穂野南小学校 学校評価書 

※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

社会に貢献できるよう，心身ともに健康で，豊かな人間性をもった実践力のある児童を育成する。 

・ 健康で たくましい子（体）      ・ よく考え やりぬく子（知） 

・ 正しく 思いやりのある子（徳）      ・ ふるさとを愛する子（徳） 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「人間尊重の教育」を基盤として，全職員が自らの使命を自覚し教育活動の充実に努めるとともに，家庭・地域と協働した地域

とともにある学校づくりを推進し，学校教育目標の具現化を目指す。 

目指す学校像  ・安全・安心な学校   ・学力向上に取り組む学校   ・地域とともにある学校  

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

「学習指導要領」「栃木県教育振興基本計画 2025」「第二次宇都宮市学校教育推進計画後期計画」等の

趣旨に基づき，児童の実態を踏まえるとともに，地域の特色を有効に活用し，学校教育目標の具現化を目

指す。 

（１）「健康でたくましい子」の育成に向け，基本的な生活習慣を身に付ける指導と主体的に健康な体づくり

ができる教育活動に取り組む。 

（２）「正しく思いやりのある子」の育成に向け，道徳科の充実を図り，個々のよさを伸ばし，相互にかかわ

ることをとおして認め合いながら，豊かな人間関係を築く教育活動に取り組む。 

（３）「よく考えやりぬく子」の育成に向け，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図るとと

もに，教科担任制の実施により教科の専門性を生かした授業づくりを行い，学習意欲の向上及び基礎学力

の定着を目指した学習活動に取り組む。 

（４）「ふるさとを愛する子」の育成に向け，地域ボランティアの協力を得た体験活動や，「宇都宮学」を中心

にした学習活動に取り組むとともに，本地域ならではの災害等を正しく理解し，自ら危険を予測して回避

できる力を身に付ける活動の充実を図る。 

（５）「地域とともにある学校づくり」に向けて，社会に開かれた教育課程の視点に立ち，地域の教育力を最

大限に生かし，家庭及び地域社会との連携を一層深める。また，積極的な情報発信に加え，地域協議会を

効果的に活用する。 

（６）教職員一人一人が健康かつ教育的愛情をもって質の高い教育が行えるよう，「働き方改革」の視点に立

ち，職場環境並びに業務改善の取組を推進する。特に教職員自身が自らのキャリアプラン構想を大切に

し，「セルフリフレッシュデー」などを活用し，常日頃からメリハリのある勤務を心がける。 

（７）教職員は，自己研鑽に努め，児童一人一人を大切にした教育活動を展開し，誰からも信頼される教職員

として職務を遂行する。 

 

 
 

 【瑞穂野地域学校園教育ビジョン】 

９年間の連続した学びの中で， 

生きる力（確かな学力，健やかな体，豊かな人間性・社会性）を育てる小中一貫教育 

 ～言語能力を身に付け，他者と関わりあいながら，たくましく成長する児童・生徒の育成～ 

 

４ 教育課程編成の方針 

教育課程の編成にあたっては，関係法令，小学校学習指導要領，県教育委員会の指導指針，宇都宮市学校

教育スタンダード，学校経営の方針等に基づき，学校及び児童の実態を十分に踏まえ，家庭・地域との連携・

協働により，「社会に開かれた教育課程」を実現する。 

（１）学習指導要領の内容を十分に理解し，人格の完成を目指し，個性の伸長と豊かな人間関係づくり，基礎

的・基本的な学習内容の定着と活用力の育成を図るとともに，教科担任制の実施，教科横断的な視点に立

った内容の充実に努め，知・徳・体のバランスを大切にしながら「生きる力」を育む教育課程を編成する。 

（２）児童一人一人の生きる力を育むために，地域の教育力を生かした特色ある教育活動を展開し，教師と児

童が一体となった創造的な活動に取り組む。また，道徳科の授業を要として，学校教育活動全体，並びに



家庭・地域における豊かな体験をとおして，児童の道徳性の育成を図り，道徳的実践力が養われるよう教

育課程を編成する。 

（３）小中一貫教育カリキュラムを展開していく中で，地域学校園の各学校と連携を図り，小中一貫教育の趣

旨を十分に踏まえた教育課程を編成する。 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 

地域や家庭と連携し，児童も教職員も生き生きと主体的に活動できる「安全・安心な学校づくり」の充実 

〇児童が安全に，かつ安心して楽しく通える学校づくり 

〇基礎学力を確実に身に付けることができる学校づくり 

〇教職員一人一人が自身のキャリアプランや働き方について高い意識を持って勤務し，ゆとりのある学 

校づくり 

（２）学習指導 

〇自ら考え，生き生きと学び合う児童の育成～自他の健康に向き合い，よりよい生活の実践を目指して～ 

（３）児童生徒指導 

〇「自他のよさを認め，互いに励まし合いながら行動する児童の育成」 

（４）健康（体力・保健・食・安全）（元気アップ教育に係る取組を含む） 

〇「自己の健康や安全に関心をもち，主体的に行動する児童の育成」 

 

 

６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※学校独自  ピンク：学習指導関係，水色：児童指導関係 緑色：健康・安全関係・学校運営関係 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

〇「話を聞く」態度の育成や「分かり

やすく伝える」力を高めることで，「伝

え合い」「学び合い」の充実を図り，児

童の思考を深めたり，確実な学力を育

んだりする。 

・デジタル機器や図書等を活用して

情報を集め，自分の考えをまとめたり

他者と交流して深めたりする時間を

確保し，主体的・対話的で深い学びの

充実を目指す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９１．９％ 

 教職員  １００．０％ 

保護者   ９３．９％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，今年度の取組を継続してい

く。特に「伝え合い」「学び合い」の充

実を図ったり，児童の思考を深めたり確

実な学力を育む取組を積極的に取り入

れていく。 
１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・朝の会，帰りの会をはじめ様々な機

会を捉えて，他者への優しい行いを称

賛するとともに，思いやりに欠けた言

動が見られた場合には，その都度相手

の立場から考えてみるよう促すなど，

丁寧に指導する。 

・遊びの場や清掃の時間をなかよし

班活動（異学年交流の場）として活用

し，相手の立場を理解して思いやる心

を育てる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９６．０％ 

教職員  １００．０％ 

保護者   ９７．６％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・児童の優しい行いを称賛することを

継続して行い，異学年交流を充実させ

る。 
 



Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

○各種検定等を継続的・計画的に位置

付けることを通して，児童が「自ら目

標を設定し，それに向かって努力する

ことの大切さ」に気付けるよう支援し

ていく。 

・道徳の授業で，目標をもって粘り強

く取り組むことの大切さに気付かせ

実践意欲を高めるとともに，学習する

ときなど，いつも自分なりの目標をも

って取り組めるように支援する。 

・懇談会や行事等において，保護者

に，様々な場面で物事に粘り強く取り

組んでいる児童の姿を見てもらう機

会を設けたり，学校での様子が具体的

に伝わるよう発信方法を工夫したり

する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９３．５％ 

 教職員  １００．０％ 

保護者   ８１．７％ 

・児童と教職員は目標を上回ったが，

保護者の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，今年度の取組を継続してい

く。特に，目標を設定し，ふりかえりを

継続的に行うことで，目標に向かって粘

り強く取り組んでいるという意識をも

つことができるようにする。 
・保護者には児童が粘り強く取り組む

姿を発信していく。 
 

１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

 

 

 

・感染症の流行状況を注視しながら

必要な対策を講じ，拡大防止に努め

る。 

・避難訓練(火災・地震・竜巻・洪水

等)，防犯教室，交通安全教室などの定

期的な実施，事前指導・事後指導の充

実を通して，児童が安全な学校生活を

送ろうとする意識を高め，日常生活に

おける自らの安全確保に必要な各自

の判断力を確実に身に付けさせてい

く。 

・情報交換会や定期的な交流，あいさ

つ運動や登下校指導などの機会を活

用し，スクールガードチーフ及び見守

り隊との連携を深め，児童の登下校の

状況の把握に努める。また，児童が主

体的に通学時の安全について考え行

動する機会を設け，安全意識の高揚を

図る。 

○体育関係各種検定カードの活用や

業間のスポーツタイムの充実により，

自ら体力向上に取り組む児童の育成

を図る。 

 

Ａ 

【達成状況】 

 児童    ９４．４％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ８８．２％ 

 ・児童と教職員は目標を上回った

が，保護者の回答が目標を下回っ

た。 

 

【次年度の方針】 

・これまでの取組を継続し，児童が自分

事として安全・健康に興味をもち，適切

な行動選択ができるよう，必要な安全及

び健康教育に取り組む。 

・取組内容はおたよりやホームページ

で発信し，家庭と連携して取り組めるよ

う工夫する。 



１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・授業や活動時の振り返り活動を重

視し，児童が発揮したよさや，努力し

たこと，自分自身の成長を自覚できる

ような自己評価・相互評価の場を設け

る。 

・キャリアパスポートを活用しなが

ら，自身の成長を実感できるような場

を設ける。 

・教職員が見取った児童のよさを積

極的に本人に伝えたり，児童同士が互

いのよさを認め合う場を毎日の帰り

の会などで設定したりして，児童が自

分のよいところを自覚できる機会を

数多く設ける。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９１．９％ 

 教職員  １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・キャリアパスポートを活用しながら，

自身の成長を実感できるような場を引

き続き設ける。  

・児童同士が互いに認め合う場を学級

活動や帰りの会等で設け，児童の自己肯

定感が高まるような活動を続けていく。  

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・校内研修等により教師自身の指導

力を向上させ，英語によるコミュニケ

ーションの楽しさを児童が実感でき

る授業の構築に努めるとともに，学級

内の掲示や会話の一部に外国語を取

り入れる。 

・外国語の図書資料を充実させ，外国

語活動・外国語科の授業はもちろん，

授業以外の時間にも児童がＡＬＴと

交流できる場(読み聞かせ等)を増や

す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ８５．５％ 

 教職員  １００．０％ 

 ・児童の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・学級内で簡単な英語を日常的に用い

ることで，普段から英語に親しむ環境を

つくる。 
・ＡＬＴによる読み聞かせ，交流給食，

休み時間等に一緒に過ごすなど，交流の

場を増やしているので，今後も引き続き

継続していく。 
Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 80％以上 

 

・生活科，３，４年生での社会科，５．

６年生での総合的な学習の時間の授

業（「宇都宮学」）や掲示物等を通じて，

宇都宮市の伝統・文化・産業等に対す

る児童の理解を深め，郷土愛を育む。 

・宇都宮に関する学習後は，家庭で保

護者と知識を共有したり，教えあった

りする機会を設けるなど，保護者も巻

き込んだ取組の工夫を図る。 

・学年だよりやホームページ等を活

用し，より積極的に家庭に周知する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９０．３％ 

 保護者   ７３．８％ 

 ・保護者の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・学年だよりやホームページ等を活用

し，より積極的に周知する。 
・宇都宮について親子で話し合う場を

確保するために，１１月に「うつのみや

ウィーク」を設定し，宇都宮のよさを広

める活動をプロジェクト活動として実

施する。 



２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・学校や家庭における学習で，児童が

一人一台端末を文具として活用でき

るよう，発達の段階に応じた適切な指

導を行う。また，ＡＩドリルを活用し，

基礎的な学力の確実な定着を目指す。 

・適切・安全に使いこなすことができ

るよう，児童にネットリテラシーなど

の情報活用能力を育成するために５．

６年生において１回ずつ出前講座を

実施する。 

・市立図書館と連携し，授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充実

等，学校図書館の環境整備に努める。 

・児童がパソコンや図書等を学習に

活用する様子を図書だよりやＨＰで

公表し，取組状況について周知を図

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ８９．５％ 

 教職員   ９４．１％ 

 ・児童の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き，ＩＣＴ機器や図書

資料などを学習に計画的に活用してい

く。 

・ＩＣＴ機器や図書等の効果的な使い

方について，ＩＣＴ支援員と協力して，

指導していく。 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・社会科・理科・生活科・総合的な学

習の時間等の授業において，東日本大

震災をはじめとした過去の災害の具

体事例から学ぶ教材を活用し，地域や

国土の環境，防災への関心を高め，環

境と調和しながら生きる意識や態度

を育成する。 

・SDGsを意識したぽぷら活動，プロジ

ェクト活動の充実を図り，牛乳パック

のリサイクルやプラスチックごみの

分別，環境美化への呼びかけなど家庭

とも連携しながら，継続して行う。ま

た，節電・節水・リサイクルなど児童

が自分にもできることを進んで考え，

行動する意識を高める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９２．７％ 

 教職員   ８８．２％ 

 ・教職員の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・これまでの取組を継続しながら，プロ

ジェクト活動においては学校全体へ周

知する方法を工夫する。 

・学校での取組が SDGｓのどの目標と結

びついているのか職員全体で確認し，足

並みを揃えて取り組む。 
 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 95％以上 

 

・特別支援教育コーディネーターや

児童指導主任を中心に，全校で特別な

支援が必要な児童に関する共通理解

を図り，一人一人のニーズを踏まえた

支援を組織的に行う。 

・通常の学級においても，必要に応じ

て個別の支援計画を作成し，それに基

づく合理的な配慮を伴う指導に努め

る。 

・校内研修や職員会議等の際に，児童

指導上の課題等を共有する場を確実

に設け，適切な指導及び必要な支援の

在り方について，教職員の理解を深め

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  １００．０％ 

 ・目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・今後も特別な支援を要する児童の共

通理解を図り，必要に応じて組織的対応

を行う。 
 



３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

 

 

○「市及び本校いじめ防止基本方針」

に基づき，いじめは絶対許されないこ

とという児童自身の規範意識の向上

や思いやりの心の育成に努める。ま

た，基本方針を学校ホームページで公

開するとともに，校内での取組につい

て学校だより・学年だより等を活用す

るなどして周知を図る。 

・いじめゼロ強調月間の取組やプロ

ジェクト活動を通して，いじめの未然

防止・早期発見・適切な対応に努める。 

・いじめの原因の一つともなり得る

ＳＮＳの利用や情報モラル等を指導

するとともに，適切な使い方について

保護者と共通理解を図る場を設定す

る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９９．２％ 

 保護者   ９０．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・保護者の目標値である 90％を達成する

ことはできたが，今後も児童からの正確な

聞き取りを基に，いじめ事案が発生した際

には速やかに保護者へ連絡し，家庭との

連携を図っていく。いじめゼロ強調月間の

活動や日々の指導等について学級懇談

会も活用しながら継続して保護者へ発信

していく。  

 
 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

 

・互いに存在を認め合う人間関係づ

くりを目指し，各自が自己肯定感を高

められるよう，教師による日常的な声

掛けや朝の会・帰りの会等での児童が

互いに称賛し合う場の設定を行う。そ

れぞれの学級での取組を，学級懇談会

や学年だよりで周知する。 

・教育相談，アンケート，Ｑ－Ｕ調査

等の結果を活用し，不適応傾向・問題

行動の早期発見と不登校の兆候や傾

向のある児童に係る校内での情報共

有を図る。 

・「共遊の時間」を継続実施し，児童同

士及び教職員と児童のより良い関係

づくりに努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    １００．０％ 

 ・目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・児童の肯定的回答が 100％と目標を達

成しているものの，今年度は不登校の児

童数が増えてしまっている。引き続き本

年度の取組を継続し，全教職員で情報共

有や見守りの体制を充実させていく。 
 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・全職員による日常的な声掛けを行

い，児童の様子を職員で共有する場を

設ける。 

・「なかよしタイム」及び「共遊の時

間」を継続実施し，児童同士・教師と

児童間の豊かな人間関係の構築に努

める。また，日常生活や瑞南ふれあい

祭りなど，あらゆる教育活動の場面

で，教師と保護者や地域の人とがふれ

あう機会を設定する。 

・児童会活動の活発化を図り，児童が

主体的に取り組む場を設ける。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９８．４％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ９２．５％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。・ 

 

【次年度の方針】 

・児童の肯定的回答は目標を達成した

が，昨年度を下回ってしまった。そこで，

引き続き児童への声掛けを日常的に行

い，保護者と会う機会などを活用し，児

童について積極的に情報交換していく。  

 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 



４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

 

・授業のねらいの明確化とまとめ・振

り返りの実施により，児童が見通しを

もって取組，学んだことや自分の成長

を実感できる授業を行う。 

・教科担任制や習熟度別学習，T・Tな

どの少人数指導を充実させ，児童の実

態に合わせて，各自の学力をさらに伸

ばす指導や取組について工夫してい

く。 

・児童の学力向上を目指し，分かる授

業を展開するために学校課題を軸と

した職員研修等を通して教職員の資

質向上を図る。 

・週３回の朝の「がっちり学習」を二

人体制で実施し「できた」という実感

を味わわせる指導を積み重ねる。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９７．６％ 

 保護者   ９１．７％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，今年度の取組を継続させて

いく。特に，授業のねらいの明確化をま

とめ，ふりかえりの実施により，児童が

見通しをもって取組，学んだことや自分

の成長を実感できる授業の構築に力を

入れていく。 
 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・教職員は，話を聴く，声を掛ける，

称賛する，指導する，家庭と連携する

など，児童・保護者等と積極的に関わ

る。 

・全教職員が学校経営への参画意識

をもってチームとして取り組めるよ

う，情報交換の時間を確保し，共通課

題を設定し解決に取り組む。 

・教職員同士の打合せの時間を確保

したり報・連・相を徹底したりしてコ

ミュニケーションを十分図れるよう

にし，教職員同士が協力し合い，協働

して教育活動の推進に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  １００．０％ 

 ・目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，日頃から教職員間のコミュ

ニケーションを十分に図り，協力・連携

して教育活動の推進に努める。 

 

  

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

・全教職員が児童と向き合う時間の

確保に努めるために，働き方改革の視

点に立って，昨年度の反省を生かし,

業務の効率的な実施・計画的な処理を

意識する。 

・学校行事の精選，校務分掌の見直し

等により，業務量の縮減を目指す。 

・業務内容の可視化を図り，小チーム

で計画的に対応できる仕組みを構築

するなど，職員間の連携を強化する。 

・ミライムによる出退勤の記録を蓄

積することにより，適正な勤務時間の

管理についての教職員自身の意識を

高める。  

・「リフレッシュデー」や「セルフリフ

レッシュデー」を活用し，メリハリの

ある勤務を心掛ける。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  １００．０％ 

 ・目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・これまでの取組を継続するとともに，

働き方改革の視点に立って，業務の効率

化に努める。 

・月１回の『リフレッシュデー』を設定

し，メリハリをもって業務に取り組む。 



５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 80％以上 

 

 

○地域学校園分科会ごとに今年度の

基本方針を受けた取組の充実を図る。

計画的な分科会の実施により，地域学

校園内の情報交換を密にして共通理

解を図り，地域の課題に即した各分科

会の取組の充実を図ることで，小中の

相互理解を深める。 

○児童や保護者にも広く「小中一貫教

育」の取組と意義を周知するため，学

校だより・ＨＰ・さくら連絡網等の広

報活動を積極的に行う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９７．９％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ７９．１％ 

 ・保護者の回答が目標を下回った。 

【次年度の方針】 

・小中の連携した取組を積極的におた

よりやホームページで発信するととも

に，学級懇談会で話題にしたり，校内に

掲示物を貼ったりするなど，保護者への

広報活動を工夫する。 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

 

【数値指標】 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・街の先生や地域ボランティアの

方々を学校行事や授業に積極的に活

用することを通して地域の教育力の

活用を図るとともに，学校と地域が協

働して児童の健全育成に取り組める

環境づくりに努める。 

・地域協議会との連携を工夫し，授業

や学校行事等に地域の教育力を積極

的に活用できるよう，更なる情報収集

に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者   ９７．５％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・今後も地域協議会での情報交換や 

積極的なボランティアの活用を通し 

て，地域・家庭と連携した教育活動の充

実を図っていく。 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

 

【数値指標】 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・感染症対策の徹底，熱中症予防対策

など，時期に応じて適切な保健指導管

理に努める。 

・定期的に学校施設の安全点検を実

施し，危険個所については迅速な改善

や修繕に努める。 

・危機管理マニュアルの見直しや改

善を適時行い，避難訓練等を通して，

火災，地震，竜巻，洪水，不審者侵入

等の不測の事態に備え，児童自身に災

害に立ち向かう態度や防災に関する

基礎知識を身に付けさせ，危機回避能

力を育成する。また，それらの取組を

学校だよりや保健だより等で保護者

及び地域住民にも情報発信し，日常生

活における安全な行動の仕方を共有

していく。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

 保護者   ９２．８％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・引き続き，これまでの取組を継続し，

今後も適切な安全管理に努める。 

・取組内容をホームページ等で適宜発

信し，家庭・地域と情報を共有し，連携

して安全管理に取り組む。 

 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

 

 

・一人一台端末の活用法について，Ｉ

ＣＴ支援員と連携して校内研修を実

施したり，教職員同士で積極的に情報

交換を行ったりする。 

・学校用グループウエアや校務支援

システム，デジタル連絡ツールを効果

的に活用して校務の効率化を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

 教職員  ９４．１％ 

・目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・今後も教職員同士の積極的な情報交

換やＩＣＴ支援員による校内研修など

を通して，効果的な活用を図る。 



小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

○児童会プロジェクト活動によるあ

いさつ運動，下校時のあいさつ，児童

集会での呼びかけ等により，自ら進ん

であいさつしようとする態度を育て

る。 

・教職員から進んで丁寧なあいさつ

をすることで範を示し，教職員，保護

者，来客に対して自分からあいさつで

きる児童を育成する 

・あいさつ強化週間では，さくら連絡

網等で家庭への協力も呼びかけ，家庭

と連携しながらあいさつの習慣化に

取り組む。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９４．４％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ８９．２％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・保護者の回答が目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・あいさつ強化週間では，さくら連絡網

や学校・学年だより等で家庭へ実施状況

を報告する機会を設定し，家庭と連携し

ながらあいさつの習慣化に取り組む。 

 

Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活

をしている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・生活目標の提示の仕方を工夫する

とともに，月末に児童の生活の様子に

関するアンケートを実施し，職員間で

共有を図り，適切な場所で適切な機会

に指導を行い，児童がきまりやマナー

を守って生活しようとする意識を醸

成する。 

・チャイムの有無にかかわらず，授業

開始時刻や一斉下校の時刻など，時間

を守ることの指導を徹底する。 

・３つの「あんぜん・あいさつ・あり

がとう」や靴箱の靴揃えについて周知

を徹底していく。 

・登下校指導では，歩行の仕方や自転

車の乗り方についての安全指導を

定期的に行っていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

 児童    ９６．８％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ９７．６％ 

 地域住民  ９０．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

 ・全ての項目で目標を上回ったが，地

域住民の回答が昨年度より 10％下回っ

た。そのため，生活目標を活用して校内

での安全を意識させるだけでなく，登校

指導や下校指導を通して校外での安全

指導を充実させていく。 

本校の特

色・課題等 

Ｂ３ 児童は，周囲の人に感

謝の気持ちをもって生活

している。 

 

学校独自アンケート 

「児童は，お世話になった人

に進んで感謝の気持ちを伝え

ている。」 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

⇒地域住民肯定的割合 90％以上 

 

・様々な人々の協力によって自分た

ちの安全で快適な学校生活が維持さ

れていることに気付かせ，周囲の人や

物に対しての感謝の気持ちを培う活

動を，家庭と連携して工夫して行う。 

・帰りの会等で，児童同士が相互に認

め合って感謝を述べ合う場を日常的

に設定する。また，教職員が児童のよ

い行いに気付いた際には積極的に感

謝の言葉を述べ，範を示す。 

 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ９９．２％ 

 教職員  １００．０％ 

 保護者   ９４．９％ 

 地域住民 １００．０％ 

 ・いずれも目標を上回った。 

 

【次年度の方針】 

・地域やボランティアの方々と関わる

機会を通して多くの人の協力によって，

学校生活が支えられていることを意識

できるよう教職員から声掛けをしてい

く。  

 

 



 

Ｂ４ 学校と家庭とが連携

し，基本的な家庭学習の

習慣が育成されている。 

 

学校独自アンケート 

「児童は，基本的な家庭学習

の習慣が身に付いている。」 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 90％以上 

⇒保護者の肯定的割合 90％以上 

 

○家庭学習スタンダードや家庭学習

ファイルを活用し，家庭と連携しなが

ら家庭学習を奨励する。家庭学習強化

週間を設け，児童への具体的な学習内

容の指導だけでなく，児童の意欲を高

め望ましい学習習慣を身に付けるた

めに有効な関わり方等についても，学

級懇談会等を活用して保護者に分か

りやすく紹介する。 

・児童の学習状況を踏まえた課題を

与えるなど，家庭学習を効果的に進め

られるような学習環境づくりを進め

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童    ８８．７％ 

保護者   ７８．６％ 

 ・いずれも目標を下回った。 

 

【次年度の方針】 

・次年度も家庭学習の習慣化が図れる

ように学級懇談会などを活用し，学校と

しての働きかけを続けていく。 
・児童が望ましい学習習慣を身に付け

るために，家庭学習強化週間の効果的な

時期を検討し，より充実した家庭学習が

実践できるようにする。  

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・評価に対する数値目標については，24項目の評価項目の中で児童の 3項目，保護者の 5 項目を除く項目で目標

を達成した。児童への設問では，24 項目すべての項目で市の平均を上回った。A12「教職員は不登校を生まない

学級経営を行っている。」は，肯定的回答が 100％であった。本校児童は，教職員を信頼し，安心して学校生活

を送っているものと考えられる。また，保護者への設問でも 3 項目を除く項目で市の平均を上回っていた。全

体的に昨年度を少し下回っているが，高い肯定的回答である。 

・Ａ２「思いやりの心」については，教職員・地域住民とも 100％で，児童・保護者も昨年度をさらに上回り，

温かい校風が受け継がれ，道徳教育や日常指導の成果が見られる。 

・Ａ４「児童は，健康や安全に気を付けて生活している。」については，保護者の回答が昨年度よりも 6.5pt 下

回った。次年度はこれまでの健康や安全に対する取組を継続し，保護者には取組内容をおたよりやホームペー

ジ等で発信し，安全指導の見える化を図り，家庭と連携して取り組めるように工夫していきたい。 

・Ａ７「宇都宮の良さ」については，今年度も児童と保護者の捉え方に大きな差（16.5pt）があった。宇都宮に

ついて親子で話し合う場が必要であると考えており，今後は，「うつのみやウィーク」の期間に，宇都宮のよ

さを広める活動を児童主体のプロジェクト活動として実施してきた。 

・Ａ８「デジタル機器の活用」については，児童，教職員，保護者のいずれも肯定的回答が昨年度を下回った。

次年度は，端末を使った家庭学習や授業参観等を通して，発達の段階に応じて積極的に活用していることを周

知し，ICT支援員や ICT機器や図書等の効果的な活用に改善を図り，引き続き指導していく。 

・Ａ１１「いじめ対策」については，児童は 99.2％や 100％と高い肯定的回答であり，今年度は保護者も目標の

90％を超えた。日頃のきめ細かい指導の成果がうかがわれる。今後も迅速な対応を心がけ，引き続き早期発

見・早期対応の体制を維持し，児童生徒が安心して過ごせる環境づくりを進めていく。「不登校を生まない学

級経営」についても評価が向上しており，きめ細かな指導や教育相談体制の充実が成果につながっていると考

えられる。今後も児童や保護者の不安解消に努めていきたい。 

・Ａ１３「一人一人が大切にされ，活気があり，明るくいきいきとした雰囲気」については，児童－1.6ptと微

減だが，保護者＋3.0ptである。児童の実感を高める取組が課題である。 

・Ａ１５ 「学校にかかわる教職員がチームとなり，協力して業務に取り組んでいる。」については，昨年と同様

に，教職員 100％維持で協働体制は安定しているといえる。 

・Ａ１６「業務の効率化」については，昨年と同様に教職員の肯定的回答が 100％であり，働き方改革の意識の

定着が見られる。 

〇Ａ１７「小中一貫教育」については，4者の肯定的回答が，昨年度を上回り，保護者以外は市の平均も上回っ

た。連携強化の成果が出ているといえる。保護者においても市の平均を若干下回ったものの，昨年度の回答率

を上回った。次年度は，地域学校園で連携して取り組んでいる「あいさつ運動」や「乗り入れ授業」等の昨年

度同様の取組に加え，さくら連絡網やホームページ，「食育だより」や「ほけんだより」などで発信するとと

もに，掲示物を貼ったりするなど，保護者への広報活動を工夫していきたい。 

・Ａ１９「学校は，利用する人の安全に配慮した環境づくりに努めている。」では，保護者は 92.8％と目標を上

回っているが，昨年度より 3pt下回った。取組内容を学校だよりや保健だより等で発信し，家庭・地域と連携

し，安全管理に取り組んでいく。 

・Ａ２０「コンピューターなどのデジタル機器やネットワークの点から，授業(授業準備も含む)を行うための準

備ができている。」については，教職員－5.9ptであり，機器・ネットワーク面の課題が示唆される。 

・本校の良さであるＢ１「あいさつ」の肯定的回答が，児童・保護者・地域住民とも昨年度を上回った。「あい

さつ強化週間」の活動や教職員が進んで丁寧なあいさつに努めてきたことの成果が出ていると思われる。保護

者の回答率は昨年度よりも上昇したが，目標の 90％には届かず 89.2％であった。登下校とも送り迎えの児童が

増加し，地域の方との繋がりが薄れてきていることもあり，今後も，校内だけでなく，家庭や地域を巻き込ん



だ取組が必要である。 

・Ｂ３「児童はお世話になった人に進んで感謝の気持ちを伝えている。」の児童と教職員，地域肯定的回答は

99％や 100％であり，本校の児童は周囲への感謝を素直に表現できる心豊かな児童といえる。日頃の教職員の丁

寧な関わりや，道徳教育の充実，地域との温かな交流の積み重ねが要因と考えられる。 

・本校独自の特色課題のＢ４「家庭学習の習慣化」については，児童も保護者の肯定的回答も，昨年同様で目標

値には届いていない。今後も家庭学習の習慣化が図れるように，家庭学習強化週間等の期間を再検討し，学校

としての働きかけを続け，家庭と連携を図っていきたい。 

７ 学校関係者評価 

・授業参観では，児童が真剣に取り組む姿が見られた。教職員が児童一人 一人に向き合い，熱意をもって指

導に取り組んでいる姿勢が感じられた。 

・「あいさつ」については昨年の課題として力を入れてきたため，地域の方々からは高評価であった。意見と

しては，良き社会人になるためにはあいさつが大切であるから，これからも力を入れて指導に当たって欲し

い，とあった。 

・「デジタル機器の活用」については，端末を使った家庭学習や授業参観等を通して，積極的に活用していて

も保護者に周知されていないのではないかとの意見があり，引き続き周知に努め，ICT 指導員と協力して指導

していく。 

・「宇都宮の良さ」については，児童と保護者の捉え方に大きな差があり，親子で宇都宮の良さについて，意

識して話しをする機会が必要である。 

・児童の安全のために登下校の見守りを熱心にしている。登下校路に危険な箇所がある。行政に改善をお願い

しているが改善には時間がかかるため，今後も安全指導に力を入れて欲しい。 

・今後も目標の達成に向けて，教職員・保護者・地域が三位一体になって取り組んで行くことが大切である。 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

・教職員の教育活動や児童の様子等について概ね肯定的な評価を得ることができ，多くの項目で概ね高い評価

を維持している一方，評価主体による認識差や一部項目の低下が見られ，今後の教育活動の方向性を検討する

上で重要な示唆が得られた。今後，学校の自己評価や保護者・児童・地域からの評価，意見を基に次年度の計

画について検討していく。 

・学習指導について次年度は，目標設定→取組→振返りのサイクルを学習や行事の中で継続的に行い，児童自

身が努力の価値を実感できるようにする。英語活動や ICT機器，学校図書館の活用を通して，児童が多様な学

びに触れる機会は着実に広がっている。一方で，英語によるコミュニケーションや ICT・図書の主体的な活用

については，児童の評価が目標にわずかに届かず，日常的に活用する場面や経験が十分とは言えないことが課

題である。今後は，授業や学校生活の中で英語を使う活動を増やすとともに，1人 1台端末や学校図書館を学

習の道具として効果的に活用し，主体的に学ぶ力の向上を図っていく。また，検定やチャレンジ活動，日々の

努力の様子を学年だよりや懇談会，学校 HPなどで具体的に発信し，保護者が児童の頑張りを実感できるよう

広報の充実を図っていきたい。「家庭学習習慣の確立」については，家庭学習スタンダードの見直しや家庭学

習強化週間の充実を図り，児童が継続して取り組める内容とする。また，保護者に対して効果的な声かけや関

わり方を具体的に伝え，家庭と学校が同じ方向で学習習慣の定着を目指す。 

・児童指導について，「あいさつ」や「きまりやマナー」などでは，今後も地域での生活態度に対する意識向

上について引き続き指導をしていく。家庭・地域と連携した生活指導の充実が求められる。 

・健康（体力・保健・食・安全）については，安全教育の取組内容が十分に周知されていないことが課題であ

る。避難訓練や交通安全指導，防犯教育等を引き続き計画的に実施するとともに，児童が自ら判断して行動で

きる力の育成を重視する。また，活動の様子や学習内容を家庭へ発信し，家庭と連携した安全教育の推進を図

っていきたい。 

・「宇都宮の良さ」については，生活科・社会科・総合的な学習の時間を中心とした地域学習を充実させると

ともに，学校だよりやホームページ等を活用して学習内容を積極的に発信し，保護者と共に地域理解を深める

取組を推進する。宇都宮について親子で話し合う場を確保するために，11月に「うつのみやウィーク」を設定

し，宇都宮のよさを広める活動をプロジェクト活動として実施する。 

〇 「小中一貫教育の理解促進」について，小中連携の活動内容や成果を学校だより，懇談会，掲示物等で分

かりやすく伝え，地域学校園としての教育の意義を共有する。児童が交流活動や共通の取組を通して成長して

いる姿を積極的に発信することで，保護者の理解と協力を高めるようにしたい。 

・今後も地域や保護者の思いや願いに十分に耳を傾け連携した取組を積極的に進めるとともに，学校での取

組，児童の様子を家庭や地域へ的確に情報発信することで更に相互理解を図るようにする。特に重点的な取組

視点として，学校での取組や児童の成長を保護者に伝える広報の充実を図り，児童が主体的に行動する学習活

動を充実させ，家庭と連携した学習習慣・生活習慣の形成を図り，これらを柱として教育活動を推進し，児童

の成長を学校と家庭・地域が一体となって支える体制を強化していくことが重要である。 

 


